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今回の試験の平均点は 62.2 点でした。各問の平均点は、問 1が 6.0 点（9点満点）、問

2が 5.6 点（9点満点）、問 3が 7.4 点（12点満点）、問 4が 35.2 点（50点満点）、問 5が

8.0 点（20点満点）でした。 

 

1. 真理表を用いて、推論が妥当であるか否かを説明する問題です。「説明」を求めてい

るので、真理表を作成するだけでは十分ではありません。妥当な推論とは、前提がす

べて真である場合に結論も必ず真となる推論です。この定義に基づき、真理表のどの

部分から妥当または非妥当であると判断できるのかを、文章で説明する必要がありま

す。 

 

2. タブローを用いて、推論が妥当であるか否かを説明する問題です。1とともに、毎年

出題している基本的な問題です。前提と結論を否定した論理式を正しく並べ、展開規

則に従ってタブローを作成したうえで、すべての経路が閉鎖したのか、それとも開放

経路が残ったのかを明示し、それに基づいて結論を述べる必要があります。 

 

3. 自然言語の文を述語論理の論理式で表し、それに対応するベン図を描く問題です。授

業で扱った「すべての人は寿司が好きである」「すべての日本人は寿司が好きであ

る」などの例と同じ構造の文を出題しました。全称量化子と存在量化子、条件法と連

言を適切に使い分けること、また、論理式とベン図の内容を一致させることが重要で

す。ベン図では、斜線（解答では灰色）の部分が個体の存在しない領域を、xが個体

の存在する領域を表すことにも注意してください。 

 

4. 授業で扱った基本的な内容を理解しているかどうかを、正誤式によって確認する問題

です。平均得点率は 70.4％で、5問の中では最も高い結果でした。ただし、用語や論

理式を表面的に記憶するだけでなく、それぞれの定義や相互関係を正確に理解する必

要があります。誤った記述については、どの部分が誤っているのかを説明できるよう

に復習してください。 

 

5. 第 5章「法的論証」で説明した法解釈および発展的法形成の方法を、具体的な事例に

適用できるかを確認する問題です。問 1～4の平均得点率がおおむね 6～7割であった

のに対し、この問の平均点は 8.0 点、得点率は 40％にとどまりました。法解釈の方法

の名称や定義を抽象的に知っているだけでは、具体的な問題に答えることはできませ

ん。事例のどの事情が、語の用法、立法者意思、体系的論証、目的論的論証のそれぞ

れに関係するのかを区別し、各論証によって何が導かれ、何までは導かれないのかを

具体的に説明する必要があります。また、法解釈によって可能な意味の範囲内で結論

を導く場合と、その範囲を超えて発展的法形成を行う場合とを区別することも重要で

す。 

 

以上 


